










































































 次に李欧梵の『中国近現代作家の浪漫派世代』（The Romantic Generation of Chinese 
Writers） については，プルーセク，フェアバンク （John K Fairbank），シュウォルツ
























1974 年 8 月ダートマスでの「五四時期的中国文学」研討会 （シンポジウム）。1979 年ハー
バード大学が主催した「中国現代文学與表演芸術」討論会などがある。1982 年アメリカ
の聖ヨハネ （ジョーンズ） 大学で行われた「当代中国文学：新形式的写実主義」研討会。
会議は金介甫 （Jeffrey Kinkley） 主催で，同編纂による論文集が『毛沢東以後：中国文学與
社会，1978 –1981』として 1985 年にハーバード大学出版社から刊行され，10 年来の大陸
と台湾の文学作品に対する理解と鑑賞を含めて新時期文学の全面的に討論したことで注目
を集めた。（Jeffrey Kinkley, ed.: After Mao: Chinese Literature and Society, 1978 –1981. 
Cambridge: Harvard University Press, 1985）
 1986 年にはドイツで比較的重要な国際学術討論会が開かれている。「中国現代文学的
大同世界」であり，ドイツの馬漢茂教授 （Hulmut Martin） とウィスコンシン大学の劉紹銘
（Jhoseph S. M. Lau）が共同主催した。この時は欧米，大陸，台湾の学者が当代文学を比
較文学的に討議した。大陸作家の張辛欣，楊煉，台湾作家の李昴などが紹介され，会議
後葛浩文（Howard Goldblatt）編纂の論文集『分離的世界：中國当代的作品及其読衆』
（Howard Goldblatt, ed: Worlds Apart: Recent Chinese Writing and Its Audiences. 
Armonk, NY: M. E. Sharpe, 1990）が刊行されている。
 1986 年には中国で最大規模の新時期文学国際シンポジウムが開催され，欧米，アジア，
オーストラリアから 57 名の学者が参加している。1990 年代にはウェスリアン（Weslyean）
大学の魏艾蓮教授と王徳威教授（David Der–Wei Wang）がハーバードで，二十世紀中国
小説と電影という議題で大会を開いた。研究方法の多様性が注目された会議の論文集では，








 （Liu Kang & Xiaobing Tang. eds.: Politics, Ideorogy and Literary Discourse in Modern 





あり，『夏志清論中国文学』 （C. T. Hsia: C. T. Hsia on Chinese Literature, New York: 
Columbia University Press, 2004） があり， 夏志清の “中国文学” （Chinese Literature 
in Perspective），“伝統戯曲” （Traditional Drama）“古典及近代小説” （Traditional and 
Early Modern Fiction）及び “現代小説” （Modern Fiction）の四項目 16 編の文章から成る。
 夏志清以後，長足の進歩を遂げた現代中国文学研究において主要な著作を挙げると，
夏 済 安 の『 黒 暗 的 閘 門 』（Tsi-An Hsia: The Gate of Darkness: Studies on the Leftist 




家的浪漫一代』（Leo Ou-fan Lee: The Romantic Generation of Modern Chinese Writers. 
Cambridge, MA.: Harvard University Press, 1973）があり，李欧梵は北米中国学界を代
表する学者となった。
 これまでに見られなかった傾向として，作家の専題研究が見られるようになったことで，
1982 年には梅儀慈の『丁玲的小説：現代中国文学中的叙事與意識形態』（Yi-tsi Mei 
Feuerwerker: Ding Lingʼs Fiction: Ideorogy and Narrative in Modern Chinese Literature. 
Cambridge, MA.: Harvard University Press. 1982）であり，丁玲の 20 年代から 30 年代，
延安時代から新中国成立までの重要な作品を通して 「主観主義」 から 「社会主義リアリ
ズム」 までの創作過程を詳述している。沈従文については金介甫が資料により詳述した
『沈従文傳』（Jeffrey C. Kinkley: The Odyssey of Shen Congwen. Stanford California: 
Stanford Univewrsity Press, 1987） があり北米中国学界における沈従文研究のメルクマー
ルとなった。
 80 年代に入っての魯迅研究としては，萊爾 （Willian A. Lyell, Jr） が 1976 年に発表し
た『 魯 迅 的 現 実 観 』 （Willian A. Lyell, Jr: Lu Hsünʼs Vision of Reality. Berkeley: 




の専門著作として『魯迅及其遺産』（Leo Ou-fan Lee, ed: Lu Xun and His Legacy. 
Berkeley, CA: University of California Press, 1985）があり，二年後には『鐡屋中的吶喊』
（Leo Ou-fan Lee: Voices from the Iron House: A Study of Lu Xun. Bloomington and 
Indianapolis: Indiana University Press, 1987）があるが，見解は卓抜であり，厳正な分
析によって，魯迅の雑文芸術を肯定的に捉え創見に富んだ著作である。
 80 年代末には，呉茂生 （Mau-sang Ng） が比較文学的にロシア文学の中国文学における
流変と影響について述べた『中国現代小説中的俄国英雄』 （Mau-sang Ng: The Russian 
Hero in modern Chinese Fiction. New York: State University of New York Press & Hong 
Kong: The Chinese University Press, 1988） において，郁達夫，茅盾，巴金及び魯迅を取
り上げている。































 「後学」論争の中では，在米中国人学者が 80 年代の 「西欧的モダニティ」 を知識人が一方
的に放棄し，ポストモダンによってモダンを飛び越えたとして批判し，民主・人権などを
受け入れエリート文化を堅持するよう呼びかけている。中国側はかつて改革前の社会主義













































 文学・美学に関わる英文テキストとしては，張旭東 （Xudong Zhang） について触れてお
きたい。










 10 年の歳月を経て，2008 年に同じく Duke University から出された “Postsocialism 







 アリフ・ダ リークとの共編としては，2000 年にやはりDuke Universityから “Postmodernism 
and china” が出版され，張旭東自身の論文はポストモダニズムとポスト社会主義という
現在の，歴史化についての論考がある。同時期 2001 年に Duke University から出版され
た張旭東編 “Whiter China? Intellectual Politics in Contemporary China” では，第 1 章
でネオリベラル・ドグマに対する徹底した討論が行われ，序章では編者自身による “The 
Making of Post-Tiananmen Intellectual Field: A Critical Overview” で，90 年代の思想文
化状況が概観され，10 章の “Nationalism, Mass Culture, and Intellectual Strategies in 
Post-Tiananmen China” では更に中国知識界の言説を詳細に分析している。
 また，英文ではないが，中国とアメリカ （ニューヨーク） での批評論文や講演を収録した










ン著，張旭東 魏文生訳『発達資本主義時代的抒情詩人 論波特莢爾』2010 年 7 月刊（城
邦読書花園）を台北で入手した。訳者序『ベンヤミンの意義』はかなり長文である。
 新左派の全貌を捉える基本文献としては中国社会科学出版社刊『思潮：中国 “新左派”














19期，香港中文大学中國文化研究所   1993年10月
（２） 詳しくは，フランソワ・キュセ著『フレンチ・セオリー   アメリカにおけるフランス現代思想』
NTT出版   2010年   p 62「文学と理論」を参照のこと。
（３） 北米中国学の状況については，朱政惠編『美国学者論美国中国学』上海辞書出版社，2009年，王
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